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　数学で用いられる定数は数学だけで考えられた

ものではなく，人の営みから発見されたものも多

いのです。貯金などの利息を計算するとき，元金

を  ，利率を  ，期限を  とすると，複利で

の元利合計  は次のようになります。

ところで，a を 1 でない正の実数とします。この

とき，h を絶対値がとても 0 に近い実数とすると

 は大体 1 になります。今から 300 年ほど前か

ら，天文や数学（ネイピアの対数）だけでなく経

済活動の発展につれて金融関係からも 

という性質をみたす数の重要性が意識されるよう

になりました。  や  ではこうはなりま

せん，特定の数だけなのです。

　この数はネイピアの数またの名を自然対数の底

といい，記号はこの数を実際に求めた数学者オ

イラーの頭文字を用いて e と表される数について

のはなしです。

 

「ふないちわにわいちわにわ，しごくおしい」な

どと覚えました。とても自然とは思えません。ま

ず，電卓やパソコンを使ってこの数の不思議を観

察しておきます。

　h の絶対値が 0 に近い数のとき，次が成立して

いると言ってよいのではないでしょうか。

①

　ここからが本題です。（不思議ですが実際に e 

の値を知らなくても求められます）

　元利合計を月毎，週毎，日毎，…，連続的に

求める場合の計算はどのように行えばいいので

しょうか。例えば，  が4 年3ヶ月(  期)

では？

  …②

　　　 は何とかなりそうです。問題は　　　　

です。ところで，利率 r は 0 にとても近い数です。

式①の h と同じと考えられます。すると

  …③

が成立します。年利が  とすると①から

 です。これを利用して②を当時

の方法を想像して計算してみます。

　　　　　 の計算にはパスカルの三角形を用い

ます。

　上の表の計算を用いて　　　　　　　　　とな

りました。

手元の関数電卓で  となりました。

■微分法への道へ

　ここでも，h を 0 に近い微小数とします。

これはとても良い　　性質だ！

　e は，絶対値が 0 に近い数 h に対し，

であることで，人類の寳
たから

になりました。

　　　海城中学校高等学校　大和澄夫先生の
　　　ワンポイント教材①

自然対数の底
～金融から生まれた自然な数～


